
 

 

 

 

          
           

  

   

 

 

      ● 斜里 RC 事務局メールアドレス 

    

             第 2852回例会  2022年 2月 16日（水）   発行：会報・広報・雑誌委員会 

点鍾：野尻 勝規 会長     司会：浦田 順子 ＳＡＡ  

       

１．ゲストおよびビジター紹介 ～なし  

  

 

                          

３．会 長 の 時 間 ～野尻会長                  

・皆さん、こんにちは。 

  冒頭に皆さんにご案内がひとつございます。第 2500地区 

 第 5分区 I Mの案内が来ております。日時は 4月 16日（土）、 

 場所は美幌町民会館「びほーる」です。今回の I Mは懇親会 

 での会食は無く、女性講談師によります「伝統話芸」だそうです。既に会員の皆さんへのご案内はメールもしくは

FAXでで流させていただいております。締め切りが 2月 28日となってます。参加人数がわかり次第、乗り合わ 

せ等の配車をお知らせいたしますので多くの会員の出席をお願いいたします。 

 さて現在、北京で冬季オリンピック大会が真っ最中でございます。 

今月のロータリー特別月間に因みまして、本日は平和の祭典オリンピックについてお話しします。 

 オリンピックは「世界平和の祭典」とされておりますが、近代オリンピック史において、戦争が原因で過去に 3大 

会が中止となった歴史がございます。 

1度目は 1916年のベルリン大会（第 6回五輪）で、第一次世界大戦のため中止となりました。2度目は 1940年 

の東京大会（第 12回五輪）、これは日中戦争のため中止。そして 3度目は 1944年のロンドン大会（第 13回五 

輪）、これは第二次世界大戦のため中止となりました。 

 この 3大会は中止とはなりましたが、開催地名と共にオリンピック史には記録として残されておりまして、夏季オ 

リンピックは中止になった3大会も含め昨年の東京大会が32回目、冬季オリンピックは現在行われている北京大 

会が 24回目とその歴史は受け継がれております。 

 このように社会情勢に左右されながらも、現代までその歴史が紡がれてきたのは、オリンピックが単なるスポー 

ツイベントではなく、「世界平和の象徴」としての存在意義が、長い年月をかけて築かれてきたからではないでし 

ょうか。 

 現在では「平和の祭典」の意味するものの中には、マイノリティ（社会的少数者）やジェンダー（性別）に対する 

差別の根絶などもオリンピズムに含まれてきているそうです。 

「スポーツを通してのフェアな勝負から生まれる感動」がオリンピズムなんですけども、今回の北京大会は不可

解な判定が多いと問題視されておりますし、公平性が問われております。 

  特に可哀そうだったのがノルディックスキージャンプ混合団体での高梨沙羅選手です。 

  ジャンプスーツ規定違反で高梨選手も含め4か国 5人が違反につき失格となってしまいました。抜き打ちの検査 

  で、しかも女子のみという不公平感がどうしても付きまとってしまうのですが、高梨選手が失格の判定を受け、う 

ずくまって泣いている姿が非常に印象的で、世界的にもショックを与えました。個人の成績のみならあきらめもつ 

くのでしょうが「団体競技」の中での失格判定というのは、仲間に申し訳ないという高梨選手の気持ちを考えると 

胸が苦しくなりますし、「公平性」ってなんだろうかと疑問が残ります。 

 まあ、結果は結果として受け入れなければなりませんが、今後は道具やユニフォームのチェックルールを明確 

化して、選手もチームスタッフも納得できる「公平性」が保たれる平和の祭典であってほしいものであります。 

 北京の次の冬季オリンピックはイタリアのミラノで予定されています。そして 2030年冬季オリンピックに札幌が招 

致も視野にいれております。 

２．ロ ー タ リ ー ソ ン グ ～それでこそロータリー（唱和なし）   

● 会  長： 野尻 勝規    ● 副 会 長： 元木 誠二   ● 幹 事 ： 鈴木 市郎 
● 創   立 ： 1963 年 10 月 5 日                   ● 例会日時 ： 毎週水曜日 12：00～13：00 
● 事 務 所 ： 〒099-4112 斜里郡斜里町港町１   ● 例会場 ： ホテルグランテイア知床斜里駅前 

 TEL(0152)26-7978  FAX(0152)26-7980  〒099-4112 斜里郡斜里町港町 16-10  
                                                TEL(0152)22-1700  
             Shaｒｉrotary@peach.plala.or.jp 

 
 

 

 



 

 

 

 

 是非とも公平性が保たれて、選手が気持ちよくプレイに専念できる環境を備えていただき、見ている側にも 

感動を与える「平和の祭典」であってほしいと願います。 

   

４．幹 事 報 告 ～森田副幹事 

・「国際ロータリー第 2500地区 2024-25年度ガバナー候補者選出に於いて、帯広西ロータリークラブ会員 

 小谷典之（おたにのりゆき）君の推薦がありました。その結果、2021-22年度ガバナーノミニー・デジグネー 

 トとして帯広西ロータリークラブ会員小谷典之君を指名する旨の報告を同日受けましたので RI細則の定 

 めに従い、2500地区 65 クラブに公表いたします。 

 つきましては、ご異議のある場合は RI細則の定めに従い、2月 21日までに書面を以ってお申立てくだ 

 さい。」との連絡がガバナー事務所より届いております。 

・「2022年国際大会に関するお知らせ」が来ていますので回覧します。 

 

 

  

６．本 日 の プ ロ グ ラ ム ～野尻会長 

✦「出席率向上について」のアンケート集計報告 

 ◉元木クラブ管理・運営委員長 

  本日のプログラムは、以前プログラム委員会で行った 

  「出席率向上について」皆さんからいただいた意見を 

  基にさらに深読みしてこれからどう実行していくかを 

  皆さんと一緒に考えてみたいと思います。 

 

 ◉武藤出席・プログラム委員長 

  本日は、先日行われましたクラブ管理・運営委員会 

  担当のクラブ協議会で出席について会員の皆さまと 

  一緒に「出席をどう考えるか」というテーマでテーブル 

  ディスカッションをさせていただきました。 

  そして皆様から出していただきました意見を集計した 

  ものをお配りしましたので、この場でまたご意見をい 

  ただきたいと思います。 

 

 この後   

1）例会回数と出席率について 

2）新しい出席（来会、リモート）について 

   3）例会に来ている理由（目的） 

   4）その他 

   について活発な意見交換がありました。 

 

７. ニコニコ Ｂ Ｏ Ｘ ～なし    

  

 

 ◉本日出席～32名中リモート 3名、会場 19名出席（出席率：68.7％）  

     

☆ 幹事より次回例会の案内   
   ・次回は 3/2（水）第 2853回例会（産業会館 2F リモート併用）～PETS参加報告（次年度会長、幹事） 

 

                                                                                                                                                                                    

 

     

   

 

５．委員会、その他の報告  ～なし 

８．出 席 報 告 ～武藤出席・プログラム委員長 

 斜里 RC 会長のテーマ 2021-2022 国際ロ－タリ－のテ－マ 


